
 

 

No. 
患者 

1日投与量 

投与期間 

副作用 

性・

年齢 

使用理由 

（合併症） 
経過及び処置 

1 

 

男 

70 代 

腎細胞癌第4

期 

（骨転移，高

血圧，肝機能

異常，腎機能

障害） 

50mg 

10日間 

↓ 

（9日間投

与なし） 

↓ 

37.5mg 

4 日間 

ラクナ梗塞 

＜前治療歴＞ 

手術歴：腎摘除 

薬物投与歴：インターフェロンアルファ 

投与６日前 PS：0 

投与開始日 腎細胞癌（第４期）に対して，本剤50mg/日の投与を開始した（第

１コース）。 

投与 11日目 

（投与中止日） 

発熱，歯肉炎が発現したため，本剤は休薬とした。 

中止 10日後 

（再投与開始日） 

本剤の投与を37.5mg/日で再開した。 

再投与 4 日目 

（再投与中止日） 

右半身の感覚障害並びに右上下肢の脱力発作を認めたため，頭部

MRIを施行した結果，ラクナ梗塞を認めた。本剤は休薬とした。 

オザグレルナトリウム，エダラボン点滴を開始し，リハビリも開

始した。その後，症状の増悪はなかった。 

中止７日後 オザグレルナトリウム，エダラボン点滴は終了とし，再発予防の

ためアスピリンを開始した。 

中止 95日後 ラクナ梗塞は回復したが，後遺症あり。 

日常生活は問題なく，歩行も可能であった。 

右上下肢への力の入りにくさが残った。 

臨床検査値 

  投与開始日 
投与11日目 

（投与中止日） 

体温（℃） 35.7 39.2 

心拍数（/分） 60 95 

収縮期血圧（mmHg） 143 149 

拡張期血圧（mmHg） 90 91 

併用薬：アムロジピンベシル酸塩，カンデサルタンシレキセチル，ロキソプロフェンナトリウム水和物，テプレノ

ン，アズレンスルホン酸ナトリウム水和物 
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2 男 

60 代 

腎細胞癌第4 

期 

（肺転移，リ

ンパ節転移） 

50mg 

21 日間 
脳梗塞 

＜前治療歴＞ 

なし 

投与 5日前 PS：0 

投与開始日 腎細胞癌（第４期）に対して，本剤50mg/日の投与を開始した（第

１コース）。 

投与初期より目がかすむ，頭がぼやけるとの訴えがあった。 

投与 21日目 

（投与中止日） 

朝，突然に目のちらつきを訴えたため，本剤の内服を中止した。

しかし，症状は強くなく，著明な悪化傾向がないため，内服中

止のみで経過観察とした。 

中止 6日後 症状はかなり軽快していたが残存するため，頭部CTを施行した

ところ，広範囲に梗塞巣を認めた。症状として半盲が判明した。

脳外科に相談し，MRIを施行した。 

症状は消失していないため，経過観察となり，リハビリを開始

した。 

中止 7日後 ホルター心電図で，心室性不整脈，上室性不整脈を認めた。 

脳梗塞は未回復であった。 

臨床検査値 

  投与5日前 
投与21日目 

（投与中止日） 
中止6日後 中止9日後 

体温（℃） 38.8 37.2 36.8 37.1 

心拍数（/分） 84 86 93 93 

収縮期血圧（mmHg） 107 125 123 136 

拡張期血圧（mmHg） 84 84 75 92 

併用薬：ロキソプロフェンナトリウム水和物，ファモチジン 

 


